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概要

Red Hat OpenStack Platform Hardware (Bare Metal) Certification ポリシーガイドでは、Red Hat
ハードウェア認定を取得するための手順の要件、技術要件、およびポリシー要件を説明します。
バージョン 8.75 は 2024 年 2 月 14 日に更新されました。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメントにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まず
は、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4
つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで
段階的に用語の置き換えを実施して参ります。多様性を受け入れる用語に変更する取り組みの詳細
は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ  を参照してください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化

3
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パート I. RED HAT OPENSTACK および RED HAT OPENSHIFT
CONTAINER PLATFORM ベアメタルハードウェア認定ポリシー

の概要
Red Hat OpenStack Platform および Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア
認定ポリシーガイドは、Red Hat でベアメタルサーバーを認定するハードウェアベンダーを対象にして
います。

RHOSP ベアメタル認定は、インストーラーでプロビジョニングされるインフラストラクチャー (IPI) 機
能をテストします。これにより、サーバーが手動介入なしで自動的にオーケストレーションできるよう
になります。

RHOCP ベアメタル認定は、以下のコンポーネントに分かれています。

IPI コンポーネント。手動介入なしでサーバーを自動的にオーケストレーションできるようにし
ます。

Assisted installer コンポーネント。これにより、お客様は RHOCP Assisted installer を使用して
サーバーをインストールできるようになります。

サーバーが要件を満たしている場合は、両方のプラットフォームの IPI コンポーネントに対してサー
バーを認証でき、また、RHOCP ベアメタル認証の両方のコンポーネントに対してサーバーを認証する
こともできます。

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド
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第1章 対象者
このガイドは、サポート対象のお客様の環境で Red Hat OpenStack Platform または Red Hat
OpenShift Container Platform を使用するシステムサーバーや管理コントローラーなどの独自のインフ
ラストラクチャーハードウェアを提供するパートナーを対象としています。

第1章 対象者
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第2章 共同のお客様への価値創造
Red Hat OpenStack Platform ハードウェアおよび Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタル
ハードウェア認定は、手動で介入することなく、これらのシステムを Red Hat OpenStack ベアメタル
ハードウェアまたは Red Hat OpenShift Container Platform で管理できるだけでなく、自動的にデプロ
イまたは再デプロイできるため、お客様に価値をもたらします。

認定プロセスでは、一連のテストを行うことで、認定されたソリューションがエンタープライズクラウ
ドの要件を満たしていることと、Red Hat とパートナー組織により共同でサポートされることを確認し
ます。

Red Hat OpenStack Platform および Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア
認定プログラムのポリシーには、複数のテストが含まれており、それぞれに一連のサブテストとチェッ
クがあります。この点については、このガイドで説明します。

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド
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第3章 前提条件
Red Hat Enterprise Linux および Red Hat OpenStack または Red Hat OpenShift Platform に関する高度
な実務的知識が必要です。参加前に、Red Hat Certified Engineer  および Red Hat OpenStack Platform
Certified Engineer または Red Hat Certified Specialist in OpenShift Administration  の認定を受けている
ことが推奨されます。

3.1. パートナーの資格基準

ベアメタル認定に申請するには、以下の要件を満たす必要があります。

Red Hat Hardware Certification プログラム  の一員である。

TSANet ネットワークまたはカスタムサポート契約により、Red Hat とのサポート関係があ
る。

3.2. 認定ターゲット

認定ターゲットは、認定に関連するコンポーネントおよび製品に関する詳細と要件を提供します。

各認定コンポーネントの具体的な情報は、該当する場合に提供されます。

3.2.1. Server

IPI コンポーネント認定

サーバーは以下の認定を取得している必要があります。

Red Hat Enterprise Linux システム

認定するプラットフォームに応じて、Red Hat OpenStack Platform Compute Node ま
たは Red Hat OpenShift Container Platform。
各認定は、それぞれの Cloud Platform 製品バージョンと、それに関連する ironic リビ
ジョンに対応します。RHOSP、RHOCP、またはその両方 (ハードウェアがそのプラッ
トフォームの ironic ドライバーと互換性がある場合) にサーバーを認定できます。

サーバーには、ベースボード管理コントローラー (BMC) がインストールされている必要が
あります。

Assisted installer コンポーネントの認定

サーバーは以下の認定を取得している必要があります。

Red Hat Enterprise Linux システム

Red Hat OpenShift Container Platform

サーバーはベアメタルである必要があります。仮想マシンはサポートされていません。

3.2.2. Red Hat Cloud Platform の製品

IPI コンポーネント認定

以下のバージョンの Red Hat 製品の BMC サーバーおよびベアメタルサーバーを認定できます。

第3章 前提条件
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Red Hat OpenStack Platform 17.1

Red Hat OpenShift Container Platform 4.12、4.13、4.14、または 4.15

Assisted installer コンポーネントの認定

Red Hat 製品の以下のバージョンのベアメタルサーバーを認証できます。

Red Hat OpenShift Container Platform 4.13、4.14 または 4.15 および RHEL 9.2 および 9.3

3.2.3. ベースボード管理コントローラー (BMC)

IPI コンポーネント認定

BMC は、サーバーのマザーボードにインストールまたは組み込まれた専用のマイクロコントロー
ラーで、システム管理ソフトウェアと物理ハードウェアプラットフォームの間のインターフェイス
を管理します。Red Hat OpenStack/OpenShift Platform にあるベアメタルサービスは、サーバーの
BMC を利用してクラスターで利用できるようにシステムのプロビジョニングを行い、電源とネット
ワークブートの両方を制御し、これらのノードのデプロイメントを自動化すると共に、不要になっ
たノードを終了します。
BMC は、同じ BMC を複数のシステムで使用できるサーバーシステム全体で、Leveraging コンポー
ネントとして認定できます。Red Hat は、Red Hat Hardware Certification プログラムのコンポーネ
ントを利用して、BMC と Red Hat ソフトウェア間の対話をテストするのと同様に、パートナーの内
部品質分析テストを活用して、お客様の環境にリスクを及ぼすことなく、より効率的な認定プロセ
スを提供します。したがって、BMC およびサーバーシステムでベアメタル認定を利用するパート
ナーは、特定のサーバーシステム、特定の BMC、および特定の Red Hat Cloud Platform 製品で独自
のテストを実施して、特定の組み合わせを検証することが推奨されます。ただし、各組み合わせに
ついて、個々の認定結果を Red Hat に送信する必要はありません。

3.2.4. Bare Metal のドライバー

IPI コンポーネント認定

BMC は、対応する Red Hat Cloud Platform 製品で提供されるサポート対象の ironic ドライバーを使
用する必要があります。Red Hat 製品に含まれていない ironic ドライバーを必要とする BMC は、認
定できません。

Red Hat OpenStack Platform Bare Metal のドライバー

ベアメタルへのインストール

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド
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第4章 ベアメタル認定の概要
ベアメタル認定の概要では、カタログでの製品の公開、製品リリース、認定期間、および再認定に関す
る詳細が提供されます。

4.1. カタログでの公開

Red Hat OpenStack Platform でベアメタル用にサーバーを認定すると、Red Hat Ecosystem Catalog に
ベアメタル として公開されます。ベアメタル管理機能はサーバーの認定コンポーネントとしても表示さ
れます。

Red Hat OpenShift Container Platform でサーバーをベアメタルとして認定すると、サーバーが合格し
た認定テストに応じて、以下の機能がサーバーの認定コンポーネントとして表示される場合がありま
す。

インストーラーでプロビジョニングされるインフラストラクチャー

Assisted installer サービス

名前は製品の言語によって異なる場合があります。

4.2. RED HAT 製品のリリース

リリース前の Red Hat ソフトウェアを利用できるので、それを使用してテストすることが推奨されま
す。パートナーの製品の認定プロセスを促進するために、Red Hat ソフトウェアがお客様に一般提供
(GA) される前に、Red Hat 認定チームとの関わりを開始することができます。ただし、公式の認定テ
ストは、Red Hat OpenStack Platform ベアメタルハードウェアまたは Red Hat OpenShift Container
Platform ベアメタルハードウェアの一般公開 (GA) リリースで実施する必要があります。

4.3. 認定期間

認定は、テストされ、Red Hat Ecosystem Catalog にリストされると、Red Hat OpenStack Platform ま
たは Red Hat OpenShift Container Platform ソフトウェアの特定のメジャーリリースおよびマイナーリ
リース以降で有効となります。認定は、対象のメジャーリリースの最後のマイナーリリースまで継続し
て有効です。これにより、お客様は、リストされた瞬間から製品のライフサイクルが終了するまで、認
定を信頼できます。

4.4. 再認定のワークフロー

RHOCP または RHOSP の新しいメジャーまたはマイナーリリース後、製品に変更を加えていない場合
は、再認定を受ける必要はありません。ただし、製品に大きな変更を加えた場合は、お客様の責任で再
度認定を行ってください。

Red Hat では、サポートされるバージョンの RHOCP または RHOSP で品質、機能、およびパフォーマ
ンスを確保するために、定期的に製品の認定テストを実行することを推奨しています。

製品の再認定を行うには、補足認定を開きます。

第4章 ベアメタル認定の概要
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第5章 認定テスト
認定テストでは、パートナーは、テストを受けるための前提条件、認定プロセスの理解、要件などにつ
いて確認いただけます。

5.1. 認定テストの前提条件

IPI コンポーネント認定

対応する RHEL サーバーの認定が正常に完了し、掲載されている。

対応する Red Hat OpenStack Platform Compute Node 認定または Red Hat OpenShift
Container Platform 認定が正常に完了し、掲載されている。

対応するベアメタルドライバーが、該当する Red Hat OpenStack Platform または Red Hat
OpenShift Container Platform リリースのサポート対象ドライバーリストに記載されてい
る。

Assisted installer コンポーネントの認定

対応する RHEL サーバーの認定が正常に完了し、掲載されている。

対応する Red Hat OpenStack Platform Compute Node 認定または Red Hat OpenShift
Container Platform 認定が正常に完了し、掲載されている。

5.2. 認定ワークフロー

Red Hat ベアメタルハードウェアの認定プロセスには、以下の要件とステップがあります。

図5.1 Red Hat OpenStack Platform ベアメタルハードウェア認定プロセス

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド

10



図5.1 Red Hat OpenStack Platform ベアメタルハードウェア認定プロセス

図5.2 Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア認定プロセス
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図5.2 Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア認定プロセス

5.3. 認定要件

各 Red Hat OpenStack ベアメタルハードウェアまたは Red Hat OpenShift Container Platform ベアメ
タルハードウェアワークフローガイドに従うようにしてください。認定要件の詳細は以下のとおりで
す。

テスト対象ホスト (HUT) は、すでに RHEL 認定を受けている必要があります。そのため、テス
トは事前に認定されたサーバー上で実行されなければならず、テスト計画に規定されたすべて
のテストが 1 回の実行で行われなければなりません。

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド
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1 つでもテストに失敗した場合は、是正措置を取り、1 回の実行ですべてのテストを再テストし
ます。必要に応じてサポートケースを作成してサポートを依頼します。

第5章 認定テスト
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第6章 LEVERAGING 認定
Leveraging では、過去に実施して合格した認定テストのクレジットを申請することができます。これ
は、サーバーシステムのファミリーが類似または実質的に類似した BMC を使用している場合に可能で
す。

Leveraging は、特定の個別システム上での特定 BMC を使用したパートナー自身の内部資格テストに基
づいています。組み合わせで提示された微妙に異なるバリエーションが重要ではなく、Leveraging を求
めるソリューションが以前の Red Hat 認定で示されたものと同じであることを確認する必要がありま
す。

該当する場合、Leveraging は、認定を取得するために必要な公式テストの全体的な量を減らすことがで
きます。

ソリューションに、以前に認定済みの BMC が含まれており、ファームウェアブランチが同じで、機能
が同等かそれ以下である場合に、必要なテストの免除を依頼できます。

注記

BMC とサーバー間の相互作用の違いが認定に影響しないことを確認するのはパートナー
の責任となります。

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド
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第7章 パススルー認定
パススルー認定とは、オリジナルのハードウェアメーカーにより過去に認定されたハードウェアについ
て、サードパーティーのシステムやコンポーネントが認定を取得できる機能のことです。パススルー
は、サードパーティーの認定を取得するためにテストして Red Hat に提出する必要があるテストの全体
数を減らすことができます。

元のベンダーが以下の状況の場合、システムメーカーは、自社のシステムに付与された認定を、別のベ
ンダーのシステムに拡大することができます。

サードパーティーからのパーミッションがある。

Red Hat が認定したオリジナルモデルのサブセットと見なされなくなるような方法で、サード
パーティーがハードウェアを変更しないことを保証する仕組みを持っている。

サポートおよび代表的なハードウェアに関する責任を、サードパーティー製ハードウェアに関
わる状況にまで拡大する (ハードウェア認定契約書の 1.2 項および 1.3 項を参照)。

ただし、サードパーティーは別のパートナーにパススルー認定を拡張することはできません。

両方のベンダーが Red Hat Hardware Certification プログラムのメンバーである必要がありますが、パ
ススルー認定を申請できるのはオリジナルのベンダーだけです。また、同じベンダーが、同じハード
ウェアに複数の名前を割り当てている場合に、ベンダーはパススループロセスを活用する場合がありま
す。

第7章 パススルー認定
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第8章 補足認定
以下のシナリオで補助認定を開きます。

初回の認定

ベアメタル補助認定は、異なる認定プロセス中に自動的に作成される場合があります。たとえば、
Red Hat Enterprise Linux System 認定を申請した場合などです。
自動的に作成されなかった場合、または後日認定を申請する必要がある場合は、Red Hat
OpenStack Compute Node 認定または Red Hat OpenShift Platform 認定の上に新しい補足認定を開
いてください。

再認定

補助認定を開いて、既存の RHOSP または RHOCP ベアメタル認定を更新します。
たとえば、異なるバージョンの Red Hat プラットフォーム上で同じシステムを認定するという目
的、または製品が重要な更新を受けたという理由で、製品の再認定を行うことができます。

これらの認定を取得し、製品に重大な変更があった場合は、お客様の責任において Red Hat に通知
してください。

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド
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パート II. RED HAT OPENSTACK PLATFORM ベアメタルハード
ウェア認定

注記

この章は、Red Hat OpenStack Platform ベアメタルハードウェア認定にのみ適用できま
す。
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第9章 IPI 認定テスト
認定には、セルフチェック、サポート可能、director_undercloud、およびベアメタルテストが含まれま
す。

9.1. セルフチェックテスト

セルフチェック テストでは、認定プロセスで必要なすべてのソフトウェアパッケージがインストールさ
れていること、およびそれらが変更されていないことを確認します。これにより、テスト環境で認証の
準備を整えることができます。

認定パッケージは、認定テストやその他の目的のために変更してはいけません。

合格の基準

認定プロセスに必要なすべてのパッケージがテスト環境に含まれており、パッケージが変更されていな
い。

9.2. サポート性テスト

サポート性テストは baremetal/supportable とも呼ばれ、テスト環境が Red Hat のサポートポリシー
に準拠していることを確認します。このテストでは、テストノード (テスト対象の OpenStack デプロイ
メント) が、Red Hat がサポートするコンポーネント (Red Hat OpenStack Platform、Red Hat
Enterprise Linux) でのみ設定されていることを確認します。

テスト対象の OpenStack デプロイメントとは、テスト対象のプラグインまたはアプリケーションがイ
ンストールされているノードを指します。

サポート対象かどうかのテストは、コントロールノードとコンピュートノードの両方で行う必要があり
ます。

このテストは、すべての OpenStack ソフトウェア認定に必要です。

コンピュートノードに関する考慮事項

カーネルが更新されていない場合は、カーネルテストセクションを更新して、レビューの終了
を防ぐために Compute が GA カーネルを使用することを確認してください。レビューで、
RHEL 認定のステータスを考慮する必要があります。

ドライバー更新プログラム (DUP) は、コンピュートノードでは使用可能ですが、テストでレ
ビューが終了する原因となります。レビューで、対応する RHEL 認定で使用されている DUP
と一致している UDP であることを確認する必要があります。

baremetal/supportable テストには、以下のサブテストが含まれます。

9.2.1. カーネルサブテスト

カーネル サブテストでは、テスト環境で実行しているカーネルモジュールを確認します。カーネルの
バージョンは、元の一般提供 (GA) バージョンと、RHEL メジャーリリースおよびマイナーリリース用
にリリースされた後続のカーネル更新のどちらでも可能です。

また、カーネルサブテストでは、環境での実行時にカーネルがテイントされていないことも確認しま
す。

合格の基準

Red Hat Hardware Certification 2024 Red Hat OpenStack Platform ハードウェアベアメタル認定ポリシーガイド
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実行中のカーネルが Red Hat のカーネルである。

実行中のカーネルが、Red Hat によって RHEL バージョン用にリリースされたものである。

実行中のカーネルがテイントされていない。

実行中のカーネルが変更されていない。

関連情報

Red Hat Enterprise Linux のライフサイクル

Red Hat Enterprise Linux Release Dates

Why is the kernel "tainted" and how are the taint values deciphered?

9.2.2. カーネルモジュールサブテスト

カーネルモジュール サブテストでは、ロードされているカーネルモジュールが、カーネルパッケージの
一部として Red Hat によってリリースされたものであるか、Red Hat Driver Update を使用して追加さ
れたものであるかを確認します。また、カーネルモジュールサブテストでは、カーネルモジュールがテ
クノロジープレビューでないことも確認します。

合格の基準

カーネルモジュールが Red Hat によってリリースされ、サポートされている。

関連情報

What does a "Technology Preview" feature mean?

9.2.3. ハードウェア正常性サブテスト

ハードウェア正常性サブテストでは、ハードウェアがサポートされているか、要件を満たしているか、
既知のハードウェアの脆弱性がないかをテストすることで、システムの正常性を確認します。このサブ
テストでは以下のことを行います。

Red Hat Enterprise Linux (RHEL) カーネルがハードウェアをサポート対象外のものと認識して
いないことを確認します。カーネルはサポート対象外のハードウェアを認識すると、システム
ログにサポート対象外のハードウェアに関するメッセージを表示したり、サポート対象外の
カーネルテイントをトリガーしたりします。このサブテストは、サポートされていない設定や
環境で Red Hat 製品を実行した場合に生じる可能性のある実稼働環境でのリスクからお客様を
守るためのものです。
ハイパーバイザー、パーティション、クラウドインスタンス、その他の仮想マシンがある場
合、カーネルは、仮想マシンから RHEL に提示されたハードウェアデータに基づいて、サポー
ト対象外のハードウェアに関するメッセージやテイントをトリガーすることがあります。

テスト対象のホストが最小ハードウェア要件を満たしていることを確認します。

RHEL 8 および 9: 最小システム RAM が、CPU 論理コアあたり 1.5 GB である必要がありま
す。

RHEL 7: 最小システム RAM が、CPU 論理コアあたり 1 GB である必要があります。

カーネルがハードウェアの既知の脆弱性を報告しているかどうか、それらの脆弱性に緩和策が
あるかどうか、その緩和策によって脆弱性が解決されているかどうかをチェックします。多く
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の緩和策は自動的に適用されるため、お客様が脆弱性を解決するために積極的に行動する必要
はありません。また、緩和策を適用できない場合があります。その他のほとんどのケースで
は、システム BIOS/ファームウェアの設定変更が必要ですが、あらゆる状況でお客様が設定を
変更できるわけではありません。

システムにオフラインの CPU が存在しないことを確認します。

同時マルチスレッド (SMT) がシステムで利用可能か、有効か、アクティブかどうかを確認しま
す。

これらのテストのいずれかに失敗すると、テストスイートから WARN が出力され、パートナーは、正
しく意図された動作をするかどうかを検証する必要があります。

合格の基準

カーネルに、UNSUPPORTEDHARDWARE テイントビットが設定されていない。

カーネルがサポート対象外のハードウェアに関するシステムメッセージを報告していない。

カーネルが、緩和策のある脆弱性を脆弱として報告していない。

カーネルが、論理コアとインストールされたメモリーの比率が範囲外であると報告していな
い。

カーネルがオフライン状態の CPU を報告していない。

関連情報

メモリーの最小要件

RHEL 8 では利用可能だが、RHEL 9 では削除されたハードウェアサポート

RHEL 7 では利用可能だが、RHEL 8 では削除されたハードウェアサポート

ハードウェアサポートは RHEL 6 で利用可能ですが、RHEL 7 では削除されました

9.2.4. インストール済み RPM サブテスト

インストール済み RPM サブテストでは、システムにインストールされている RPM パッケージが Red
Hat によってリリースされたものであり、それが変更されていないことを検証します。変更されたパッ
ケージはリスクを引き起こす可能性があり、お客様の環境のサポート性に影響を与える可能性がありま
す。必要に応じて Red Hat 以外のパッケージをインストールできますが、そのパッケージを製品のド
キュメントに追加する必要があります。また、そのパッケージが Red Hat パッケージを変更したり、
Red Hat パッケージと競合したりすることはできません。

Red Hat 以外のパッケージがインストールされている場合、Red Hat はこのテストの出力をレビューし
ます。

合格の基準

インストール済みの Red Hat RPM が変更されていない。

インストール済みの Red Hat 以外の RPM が必須のものであり、ドキュメントに記載されてい
る。

インストール済みの Red Hat 以外の RPM が、Red Hat の RPM またはソフトウェアと競合しな
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インストール済みの Red Hat 以外の RPM が、Red Hat の RPM またはソフトウェアと競合しな
い。

関連情報

製品サポートの対象範囲

9.2.5. システムレポートサブテスト

Red Hat では、RHEL システムから設定情報や診断情報を収集するために sos というツールを使用して
います。sos ツールは、お客様が RHEL システムのトラブルシューティングを行い、推奨されるプラク
ティスに従うことを支援します。

システムレポートサブテストでは、イメージやシステム上で sos ツールが期待通りに機能し、基本的な
sosreport を取得することを確認します。

合格の基準

RHCERT ツールが、テスト対象の OpenStack デプロイメントで基本的な sosreport を取得する。

関連情報

sosreport の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 上での sosreport の役割と生成方法  を参照して
ください。

9.2.6. SELinux サブテスト

テスト対象の OpenStack デプロイメント上で SELinux が enforcing モードで動作していることを確認
します。

注記

Security-Enhanced Linux (SELinux) は、Linux カーネルに強制アクセス制御 (MAC) を追
加するもので、Red Hat Enterprise Linux ではデフォルトで有効になっています。

SELinux ポリシーは、管理者によって定義され、システム全体に適用されるもので、ユーザーの裁量で
は設定されません。これにより、権限昇格攻撃に対する脆弱性を低減し、設定ミスによる被害を抑える
ことができます。プロセスへのアクセスが不正に行われても、攻撃者は、そのプロセスの通常の機能
と、そのプロセスが設定されているファイルにしかアクセスできません。

合格の基準

テスト対象の OpenStack デプロイメントで、SELinux が設定され、enforcing モードで実行されてい
る。

関連情報

RHEL における SELinux の詳細は、SELinux ユーザーおよび管理者のガイド を参照してくださ
い。

9.3. DIRECTOR_UNDERCLOUD テスト

Director_undercloud テスト (openstack/director としても知られる) は、テスト対象のデプロイメン
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Director_undercloud テスト (openstack/director としても知られる) は、テスト対象のデプロイメン
トが Red Hat OpenStack Platform director を使用して最初にインストールされていることを確認しま
す。このテストは、すべての OpenStack ソフトウェア認定に必要です。

Red Hat OpenStack Platform director は、Red Hat OpenStack Platform 環境を実稼働環境にインス
トールして管理するためのサポート対象ツールセットです。無駄のない堅牢な OpenStack クラウドを
簡単にインストールすることができます。この手段は、ベースとなる OpenStack の運用にとって、更
新、アップグレード、およびインフラストラクチャーの制御が重要となる、エンタープライズのクラウ
ド環境を特に対象としています。

合格の基準

テスト対象のデプロイメントが、最初から Red Hat OpenStack Platform director を使用してインス
トールされている。

関連情報

Red Hat OpenStack Platform director のインストールの詳細は、director のインストールと使
用方法 を参照してください。

9.4. ベアメタルテスト

以下のサブテストがベアメタルテストを設定しています。このテストでは、ベアメタルノードを検証す
るために、登録、検査、およびデプロイを行います。

9.4.1. ベアメタル InstackStackrc の検証

instackenv.json と stackrc ファイルの検証を行います。

合格の基準

指定された場所に instackenv.json ファイルと stackrc ファイルが存在するかどうかを確認し
て、instackenv.json ファイルの内容を検証する。

ファイルが有効な json ファイルで、指定された BMC の IP が到達可能であるかどうかの検証確
認が必要である。

9.4.2. ベアメタルドライバーの検証

HUT 上で設定されたドライバーと Red Hat がサポートするドライバーを比較します。ドライバーの不
一致が発生した場合に、サブテストは Review 状態を生成して終了します。Red Hat がサポートするド
ライバーは、テストスイートの一部です。

合格の基準

指定されたドライバーは、instackenv.json ファイルのドライバーと一致している必要があ
る。

ドライバーが一致しないと、テストは Review 状態で終了する。このシナリオでは、Red Hat
認定チームは instackenv.json ファイルと指定されたドライバーを手動でチェックして、ドラ
イバーがサポートされているドライバーであるかどうかを検証します。

9.4.3. ベアメタルアンダークラウドの検証

テストがアンダークラウドノードから実行されているかどうかをチェックします。このノードからテス
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テストがアンダークラウドノードから実行されているかどうかをチェックします。このノードからテス
トが実行されていない場合は、テストが失敗するので、テストを再実行する必要があります。

合格の基準

アンダークラウドのアーティファクトをテストして、テストがアンダークラウドノードから実行された
かどうかを確認する。

注記

アンダークラウドのノードは、有効なノードです。

9.4.4. ベアメタル登録のテスト

ベアメタルドライバーが、BMC IP を使用してハードウェアノードの登録に成功するかどうかを確認し
ます。登録するには、ドライバーが BMC IP と正しく通信する必要があります。BMC は、登録されて
いるノードの Power state と Provisioning state を off と available に変更します。

このテストでは、スタックオーバークラウドが存在するかどうか、およびノードがすでに追加されてい
るかどうかもチェックされます。スタックとノードが存在する場合はそれを削除し、instackenv.json
ファイルに基づいてノードの登録を試みます。いずれかのステージで失敗した場合、テストは失敗とな
ります。

合格の基準

登録されたノードは、Power および Provisioning の状態でなければならない。

9.4.5. ベアメタル検査のテスト

オペレーターが必要な driver_info フィールドを設定すると、BareMetalInspectingTest により、ベアメ
タル サービスが必要なノードプロパティーを検出します。

合格の基準

BMC がドライバーからの指示に基づいてハードウェアの詳細を収集できるように、ノードのプロパ
ティーが正しく反映されている必要がある。

9.4.6. ベアメタルデプロイメントのテスト

検証が正常に終了すると、ベアメタルデプロイメントテストでは、カスタムのフレーバーを作成して
ノードに割り当てて仮想マシン 2 台の nova boot を試みます。これにより、BMC が必要なブートイ
メージをインスタンスに提供できるかどうかを確認し、インスタンスの起動を試みることができます。

合格の基準

Active 状態で仮想マシンが起動する。

9.4.7. ベアメタル再デプロイのテスト

nova インスタンスの再デプロイを試みます。

合格の基準

再デプロイでも、これまでのステージがすべて成功する必要がある。このテストでは、ハードウェアイ
ンスタンスの登録と検査を行い、登録および検査段階をもとにインスタンスをデプロイします。
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パート III. RED HAT OPENSHIFT CONTAINER PLATFORM ベア
メタルハードウェア認定

注記

この章は、Red Hat OpenShift Container Platform ベアメタルハードウェア認定のみが対
象です。
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第10章 IPI 認定テスト
IPI テストは、Red Hat OpenShift Container Platform の Ironic サービスと HUT のベアメタル管理コン
トローラー (BMC) を使用して、テスト対象ホスト (HUT) がリモートで制御、アクセス、デプロイ、お
よび再起動できるかどうかを検証します。

テストは、ironic サービスを実行しているノードがアクセスできるコンテナーで実行されます。

以下の RHEL と RHOCP の組み合わせがサポートされています。

RHEL 9.2 または 9.3 (RHOCP 4.13、4.14 または 4.15)

RHEL 8 と RHOCP 4.12

テスト計画は以下のテストで構成されます。

10.1. セルフチェックテスト

セルフチェック テストでは、認定プロセスで必要なすべてのソフトウェアパッケージがインストールさ
れていること、およびそれらが変更されていないことを確認します。これにより、テスト環境で認証の
準備を整えることができます。

認定パッケージは、認定テストやその他の目的のために変更してはいけません。

合格の基準

認定プロセスに必要なすべてのパッケージがテスト環境に含まれており、パッケージが変更されていな
い。

10.2. IPI テスト

IPI テストは、OpenShift コンソールから ironic サービスを介して BMC までのサーバーの電源管理を自
動化します。

テストでは以下のサブテストが実行されます。

10.2.1. 電源状態サブテストの確認と更新

check_update_power_state サブテストは、まず HUT の電源が入っているかどうかを確認し、次に
HUT を再起動します。

サブテストは、HUT ノードのステータスを 15 秒ごとに、最大 15 分間監視します。

合格の基準

HUT は 15 分以内に正常に再起動する。
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第11章 ASSISTED INSTALLER 認定テスト
Assisted installer のテストでは、Red Hat OpenShift Container Platform Assisted installer を使用して
HUT が正常にインストールできることを確認します。

テストでは、単一ノードのクラスターのみが検証されます。複数のベアメタルサーバーを認証する場合
は、それぞれのサーバーを単一ノードクラスターとしてインストールする必要があります。

以下の RHEL と RHOCP の組み合わせがサポートされています。

RHEL 9.2 または 9.3 (RHOCP 4.13、4.14 または 4.15)

テスト計画は以下のテストで構成されます。

11.1. セルフチェックテスト

セルフチェック テストでは、認定プロセスで必要なすべてのソフトウェアパッケージがインストールさ
れていること、およびそれらが変更されていないことを確認します。これにより、テスト環境で認証の
準備を整えることができます。

認定パッケージは、認定テストやその他の目的のために変更してはいけません。

合格の基準

認定プロセスに必要なすべてのパッケージがテスト環境に含まれており、パッケージが変更されていな
い。

11.2. ASSISTED INSTALLER テスト

Assisted installer テストでは、Assisted installer API にクエリーを実行して、Assisted installer と HUT
クラスターに関する基本情報を収集します。

テストを実行する前に、OpenShift Manager API トークンを生成し、それを OFFLINE_TOKEN 変数の
値としてエクスポートします。以下に例を示します。

# export OFFLINE_TOKEN=<value_of_your_token>

クラスター ID を特定できない場合、テストではクラスター ID の入力を求めるプロンプトが表示されま
す。

合格の基準

テストは、Assisted installer API に接続し、情報を正常に収集する。

11.3. SOSREPORT テスト

Sosreport テスト は、HUT クラスターに接続してクラスターのハードウェアと設定に関する情報を収
集します。

sos_reports/manifest.json ファイルには、ノードのホスト名とこのテストで実行されるコマンドに関
する詳細が含まれています。

合格の基準

このテストでは、単一ノード OpenShift (SNO) クラスターのマスターノードから情報が正しく収集さ
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このテストでは、単一ノード OpenShift (SNO) クラスターのマスターノードから情報が正しく収集さ
れます。

11.4. クラスター検査テスト

クラスター検査テストは、クラウドネイティブネットワーク機能 (CNF) テストを呼び出します。これ
はバックログテストであり、プレビューモードでのみ使用できます。

関連情報

Assisted installer テストの詳細は、Assisted installer テストの実行 を参照してください。
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